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◆2014.6.9ナノ材料委員会（第5回）：
○物質・材料研究機構（NIMS）の取組の充実（将来イメージ）～世界トップレベルの頭脳循
環拠点の構築～

＊シーズ創出・育成基盤を強化するため、
・先端研究（構造材料／機能性材料）
・研究基盤（マテリアルズ・インフォマティクス）
のハブ機能を強化・・・人材強化、拠点運営ノウハウの蓄積等

◆2014.8.1ナノ材料委員会（第6回）：
○NIMSにおける次期中期計画をにらんだ研究拠点の設置と改変（イメージ案）

＊世界トップレベルの頭脳循環拠点を構築するため、NIMSにイノベーションハブ拠点
・構造材料研究拠点／構造材料つくばオープンプラザ（TOPAS）
・機能性材料研究拠点
・マテリアルズ・インフォマティクスプラットフォーム（PF）

を新規に構築

◆世界の研究拠点をベンチマーク、「 TIA-nano 」を日本（つくば）に構築
＊NIMSの取組み：共通課題・協業解決型連携制度：

・NIMSオープンイノベーションセンター「NOIC」を立ち上げ（2012.4～）
・構造材料研究拠点 /TOPASを立ち上げ（2014.10～）

NOIC, TOPASの整備状況、企業等との連携の仕組み構築状況をまとめてご報告します
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～事業化・実用化の礎となるシーズ創出・育成を牽引する物質・材料研究機構（NIMS）の体制強化～

シーズ創出・育成基盤を強化

大学

実用化・事業化に繋ぐ

産業界
環境
医療
都市・交通インフラ
・
・
・

物質・材料研究機構
（研究開発拠点を構築）

企業
大学

企業

企業

ニーズに基づく
「キーテクノロジー」の特
定

科学的深掘りによる
基礎基盤研究の成果

産業技術総合研究所、土木研究所、建築研究所、農村
工学研究所、情報通信研究機構、医薬基盤・健康・栄養
研究所（予定） 等

理化学研究所、 等
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物質・材料研究機構の取組の充実（将来イメージ）
～世界トップレベルの頭脳循環拠点の構築～

先端研究のハブ

・磁石、蓄電池等の環境・エネル
ギー
に関する研究開発の拠点

・国家戦略上重要な領域や異分野の融合による領域における研究開発の拠点を構築

－構造材料研究開発
（社会インフラの長寿命化や航空機エンジン・産業インフラ材料の耐熱性向上等）

－機能性材料研究開発
（フィルム/表面改質に着目し、省エネ・省資源/安全・安心に資する新機能を有する材料の開発等）

等

NIMS研究者集団によるプロジェクト推進から、オールジャパン体制での推進へ

研究基盤のハブ

・先端研究設備の共用の拠点
（設備のプラットフォーム化）

加えて

加えて

・情報発信や人材育成も含めた総合的なイノベーションハブ拠点としての機能を構築

－マテリアルズ・インフォマティクス、材料データベースの充実・発信

等

6/9ナノ材料委員会（第5回）から抜粋・簡素化



NIMSにおける次期中期計画をにらんだ研究拠点の設置と改変 （イメージ案）

第３期中期計画
（2011年度～2015年度）

ナノスケール材料部門（MANA）

環境・エネルギー材料部門

先端的共通技術部門

構造材料研究拠点
2014年10月1日～

第4期中期計画
（2016年度～2022(?)年度）

国際ナノアーキテクトニクス研究拠点
（MANA）

機能性材料研究拠点

先端基盤技術研究所

構造材料研究拠点/TOPAS

元素戦略磁性材料研究拠点

ナノ材料科学環境拠点（GREEN）

磁性・スピントロニクス材料センター
/ESICMM

エネルギー材料研究所/GREEN

暫定イメージ図

元素戦略材料センター

機能性材料研究拠点
2015年度～

・7ステーション
・プラットフォーム（PF＝4＋1）

マテリアルズ・インフォマティクスPF中核機能

国家戦略上重要な領域や異分野の融合による領域における研究開発拠点を構築。オープン
な場で府省連携・異分野融合研究を加速。企業出資の共同研究（クローズド）へ進展。

2014年10月1日～

8/1ナノ材料委員会（第6回）から抜粋・加筆 4



機能性材料研究拠点
／？？？？

エネルギー材料研究所
／ＧＲＥＥＮ

磁性・スピントロニクス材料
センター／ＥＳＩＣＭＭ

構造材料研究拠点
／ＴＯＰＡＳ 構造材料つくばオープ

ンプラザ

先端基盤技術研究所

・磁性材料G
・磁性記録材料G
・スピントロニクスG
・スピン物性G
・磁性理論G
・ナノ解析G

・太陽電池分野
・二次電池分野
・キャパシター分野
・熱電分野
・水素利用分野
・固液界面・電極触媒分野
・理論計算・シミュレーション分野
・蓄電池PF

・社会空間材料ラボ
・輸送機材料ラボ
・エネルギー材料ラボ
・材料信頼性ラボ
・構造材料基盤技術ラボ
・構造材料基礎科学ラボ
・構造材料ファウンドリ

技術開発・共用部門

国際ナノアーキテクトニクス研究拠点

次期中期計画組織イメージ案

機能性材料研究 構造材料研究

基盤技術研究

オープンイノベーション推進体
・電機・電子機能材料
・光機能材料
・アクア機能材料
・トランスデューサー機能材料
・機能性材料基盤技術

・材料機能化分野
電子・光学機能、超伝導応用、
分子機能、生体機能

・材料プロセス分野
粉体・微粒子、ナノ構造化、結晶
成長、高温、成形・形成、表面処理、

新規

・機能探索分野
電子スピン、ナノ・量子化、生体再
生、元素戦略

ナノ材料科学環境拠点
・計算分野
・計測分野
・電池分野
・太陽光利用分野
・特別推進チーム
（全固体電池、リチウム空気電池）

元素戦略磁性材料研究拠点
・先端解析G
・材料創製G
・電子論G

・ナノマテリアル分野
・ナノシステム分野
・ナノパワー分野
・ナノライブ分野
・ナノセオリー分野

・MANAファウンドリー

・極限計測分野 表面物性計測、表面化学分析、スピン計測、強磁場ＮＭＲ、原子間力プローブ顕微鏡

・界面構造物性分野 先端電子顕微鏡、オペランド電子顕微鏡、表面物理、強磁場物性、ポリアモルフィズム

・量子ビーム応用分野 中性子散乱、オペランド量子計測、高輝度光解析、イオンビーム、シンクロトロンＸ線

・理論・計算・計算融合分野

・ナノテクノロジープラットフォームセンター
・微細構造解析プラットフォーム推進室
・事務統括室
・材料分析ステーション

・マテリアルズ・インフォマティクスプラットフォーム
・微細構造解析プラットフォーム
・微細加工プラットフォーム
・分子・物質合成プラットフォーム

・インフラ構造材料クラスタ
・革新的構造材料クラスタ
・クラスタ3
・クラスタ4

・材料創製・加工ステーション
・電子顕微鏡ステーション
・高輝度放射光ステーション
・強磁場ステーション
・ナノテクノロジー融合ステーション

8/1ナノ材料委員会（第6回）資料の
最新版（NIMS次期中計検討委員会）
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世界の研究拠点をベンチマーク① ～TIA-nano
○TIA-nanoで参考にしたナノエレ分野の研究拠点

TIA-nano「つくばイノベーションアリーナ
ナノテクノロジー拠点」
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海外の拠点事業の特徴
○公的機関の優位を生かした豊富な情報・装置群・人材の提供、
○コンソーシアムの構築、同じ場所に異分野の研究者が同居しシナジー効果を
○基礎から実用化まで一貫した取り組みを行える研究体制、人材育成もセットで

世界の研究拠点をベンチマーク① ～TIA-nano

参考にした研究拠点 ⇒ 対抗する拠点「 TIA-nano 」を日本（つくば）に構築

7

分野・



世界の研究拠点をベンチマーク② NOIC（NIMSオープンイノベーションセンター）

研究拠点 課題設定 組織運営 類型

IMEC ナノエレ
＋エネルギー

垂直連携型を中心
に多様な連携形態
に対応

垂直連携グループの共通課題・
個別解決型
地元産業振興策も

ALBANY ナノエレ
＋エネルギー

最先端大型施設を
活用し開発の場を
提供

個別課題・個別解決型

教育事業も併設

MINATEC ナノエレ
＋ナノ安全等

基礎～企業化の統
合、国際化と地域
参画

垂直連携グループの共通課題・
個別解決型
＋共有化の仕組み

TIA-nano ナノエレ
＋パワーエレ
ナノグリーン他

コアインフラ活用の
技術研究組合や国
プロの集合体

個別課題・個別解決型
～共通課題・協業解決型

TIA-nano：
NOIC

ナノグリーン 課題・成果共に共
有：複数ラボ構成、
ラボ毎に独立運営
（※：創出知財）

共通課題・協業解決型
（同業の複数社を含む）

⇒個別は別途当事者のみ契約

先行する拠点事業の特徴を生かしつつ、更なるイノベーション創出を目指し、

共通課題・協業解決型連携制度：NIMSオープンイノベーションセンター「NOIC」を立ち上げ

※特許ポートフォリオ強化策（P-11）参照。創出知財はNIMS一者権利保有、一元管理） 8



NIMSにおける研究拠点構築 ～TIA-nano・・・NOIC

NIMSが強みを持つテーマを選んでオープ
ンラボを運営。

必要な研究者をNIMS経営陣が選んでセ
ンターに配置。現在40人以上のNIMS研究
者が各研究テーマに携り、企業・アカデミ
ア会員と連携し研究活動。
会員の意見を十分に取り入れた運営、さ
らには世界トップクラスの最先端設備・専
任ポスドク等のフル活用。

電池材料, 熱エネルギー変換材料等

特徴

NIMS Open Innovation Center (NOIC)
では、
NIMS Open Innovation Center (NOIC)
では、

企業、大学等公的研究機関に会員と
して参画頂き、共通の研究テーマを
連携して推進

企業、大学等公的研究機関に会員と
して参画頂き、共通の研究テーマを
連携して推進

チャレンジングな高い目標をクリアし、
競争力のある基盤技術を確立するこ
とを目指している。

チャレンジングな高い目標をクリアし、
競争力のある基盤技術を確立するこ
とを目指している。
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NIMSにおける研究拠点構築 ～TIA-nano・・・NOIC

NIMSオープンイノベーションセンター（NOIC）

企業から派遣された研究者のため
の専用居室
オープンラボ毎のミーティング実施

NOIC，NIMS主催のセミナー，
交流会

10



NIMSにおける研究拠点構築 ～TIA-nano・・・NOIC
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2014

NIMSにおける拠点構築の状況② ～拠点事業強化

機能性材料研究拠点

構造材料研究拠点 /TOPAS

マテリアルズ・インフォマティクスPF

世界の研究拠点を参考に、
TIA-nano「つくばイノベーションアリーナ ナノテクノロジー拠点」発足

IMEC ALBANY

MINATEC

20091984,1987

TIA-nano

2006

TIA-nanoナノグリーン⇒NOIC

2012

NIMSは「ナノグリーン」分野のけん引役として、
＊TIA-nano拠点活用プロジェクト：GREEN、LC-Net
＊NIMSオープンイノベーションセンター（NOIC）
の運営を開始

連携の拡がり（イメージ）

ナノエレ分野で欧米にオープン
イノベーション拠点設立・先導

IMEC ALBANY

・NOIC方式を参考に、TOPAS（構造材料つ
くばオープンプラザ）を運営、
・NIMS定年制職員約100名で発足（10/1）
・企業・大学等から人材受入れ（100名超）
・SIP事業（インフラ構造材料、耐熱合金）
で２つの研究「クラスター」組織を立ち上げ

・中核機能部門内に職員7名で発足（10/1）
・SIP事業（マテリアルズインテグレーション）
に参画し、5年後の拠点構築を目指す

2015年4月1日～（予定）

エネルギー分野へ展開

12
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NIMS構造材料総合研究棟
（仮称）

【概 要】
・平成24年度補正予算において、我が国の中核となる構造材料研究拠点を物質･材料研究機構（ＮＩＭＳ）に建設するとともに、最先端の構造材料研究
設備を拡充・整備
・この最先端の研究環境において、ＮＩＭＳが保有する基盤技術も生かしつつ産学官に渡るオールジャパンの研究者を結集し、国土強靭化と産業競争力
強化へ向け構造材料研究を推進。
・具体的には、構造材料研究拠点に企業（素材メーカー、ゼネコン、重工メーカー、電機メーカー 等）、研究機関（産業技術総合研究所、土木研究所※、
建築研究所、情報通信研究機構、鉄道総合技術研究所等）、大学が参画し、社会実装を見据えた総合的な研究開発と人材育成等を推進。
※ＮＩＭＳと土木研究所は平成25年7月に包括連携協定を締結。

オールジャパンの
研究者が結集

最先端の研
究機器

企業・大学との
密接な協働

研究現場を通じた
人材育成

レアメタル
レアアースに
依存しない社

会

¥¥

メンテンナンスフリーな社会インフラの実現
100年間以上の耐久性

社会インフラ

軽量・高耐久材料活用による画期的な燃費向上

産業インフラ

輸送機器

エネルギー関連機器の耐熱性、耐久性の向上
発電および電力消費の抜本的効率化

（※内閣府が主導する戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）との連携を検討中）

構造材料研究拠点（オールジャパンのハブ拠点）の構築
～ 国土強靭化と産業競争力強化へ向けた構造材料研究の推進～

構造材料研究拠点 /TOPAS

13



構造材料研究拠点運営の仕組み等、最適な事業活動体制整備状況

構造材料研究拠点 /TOPAS

NIMS内部組織（６ラボ、１ファウンドリ）
・人員規模：NIMS定年制職員約100名

・NOIC方式を参考（※）に、TOPAS会則を制定
知財はNIMS一者が保有し、維持・管理

TOPAS会員から
研究人材を受入れ

※知財の実施権・・・第一者：無償、第二者：優遇、第三者：通常＝有償

共通課題・協業解決型
（同業の複数社を含む）
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NIMSにおける研究拠点運営の仕組み等、最適な事業活動体制整備状況

構造材料研究拠点 /TOPAS 国費部分：会員間でオープン、共通課題・協業解決型
⇒企業資金：クローズ（通常の2者間）
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構造材料研究拠点 /TOPAS

今後の検討課題

・SIP事業推進のための研究「クラスター」早期立ち上げ、稼動開始
＊インフラ
＊耐熱合金：次世代合金
＊耐熱合金：鋼鍛造部材

・SIP事業以外の研究「クラスター」立ち上げ・・・NIMS内部公募、等

・TOPAS方式での運営開始、制度面・実務面の改善

（すべての参画機関にとって、「Win」となり、多くの機関が参画するような）

16



以下、参考資料
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学術連携パートナー（研究連携）

KOREA (1)
KIMS

GERMANY (1)
Max-Planck Institute

FRANCE (2)
CNRS 

NIMS-GIANT
Joint Research Center

(2014)

UK(2)
Univ. of Cambridge

UCL

USA(3)
UCLA

Georgia Tech.
NIMS-Northwestern Univ.

Joint Research Center
(2012)

CHINA (1) 
NIMS-Tianjin Univ.
Joint Research Center
(2011)

Japan (46)
Tokyo Univ. 
AIST, JAXA, 
etc.

15 Overseas ( : 4 Joint Research Centers)
46 Domestic

Taiwan (1) 
SMART Center(NTU)
(2013)

Malaysia (1)
Swinburne Univ.
of Technology

Thailand (2)
NANOTEC
MTEC

Vietnam (1)
IMS

as of October 1, 2013
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27

学術連携パートナー（大学院連携）

Moscow State 
Univ.

Charles Univ. 

Univ. of 
Pardubice 

Univ. of Tribuvan

Warsaw Univ. 
of Tech.

Budapest Univ.
Economic & Tech.

Anna Univ.

City Univ.
Hong Kong

Flinders Univ.

Kyushu Univ.

Hokkaido Univ.

Waseda Univ.

Univ. Tsukuba

25 Other Univ.

E-JUST

National
Taiwan
Univ.

Univ. of Melbourne
Univ. of Auckland

Univ.  of 
Rennes 1

Institute of 
Materials 
Science

National
Tsing Hua

Univ.

Universiti Teknologi,
Malaysia

17 Overseas
29 Domestic
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ＮＩＭＳとの連携

戦略的二者間連携を選択 会員制連携を選択

・共通の関心テーマをNIMSが選定
現在：電池材料、熱電材料、磁性材料

・協力して課題解決(適したテーマ設定）
・知財はNIMSが管理、参加者は無償実施
・会費（企業１テーマ１千万円/年）
・現在NIMS36名、12企業、4公的機関等

会員と協力し課題解決

・事業戦略に沿った中長期的テーマ設定
・企業・NIMS経営陣によるマネージメント
・複数テーマを管理・シナジー効果発揮
・担当CDNが新規共同研究テーマ発掘
・NIMS内に企業専用スペース確保
・現在の企業連携センター数 6件

経営陣レベルの運営

特徴的な技術移転の仕組み
戦略的二者間連携(NCoE)と会員制連携（ＮＯＩＣ）

ビジネスに直結した研究課題
他社との差別化を狙った研究開発

新規技術分野への参入
一社ではリスクが高い研究開発

28



National Institute for Materials Science

企業連携の
新たな取り組み

世界トップクラスのグローバル企業との企業連携は継続するが、
今後は中小・中堅を含めた企業との連携も重視し、推進する。

これまでNIMSと接点のなかった企業
とNIMSの出会いの場の提供し、
NIMSをよく知っていただく

NIMSの有力な保有特許を有効に
活用していただく仕組みの提供

NIMSとの新たな連携の仕組みを提案
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技術課題への助言

共同研究の検討

特許実施許諾の検討

個別的共同研究

組織的共同研究

特許ライセンス

ノウハウライセンス

受入れ研究者への指導

技術指導

サンプル貸与

二者間
共同研究

装置利用
（評価・分析）

ライセンス

会員制
共同研究

外部共用装置の活用

New!

中小・中堅企業向けの新しい制度
～NIMSパートナーズ倶楽部 (npc)～
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NIMSパーナーズ倶楽部（npc）

企業連携
プログラム

ライセンス
装置利用
技術指導

サンプル貸与
各種共同研究

企業連携の幅を広げる
新しい会員制度

ＮＩＭＳを
よく知らない

…

ＮＩＭＳとの
連携の仕方が
わからない

中小・中堅企業

年会費（大企業10万円・中小企業5万円)

つなぎます！

NIMS

NIMSを知っていただき、

閃いたら事務局へ！

① NIMS研究成果のタイムリーな紹介
②保有特許情報など最新情報発信
③ NIMS主催行事への招待

④連携・特許等に関する個別相談

npcサービス
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